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　「あさくら祭り」が 11 月 16 日（土）、17 日（日）の２日間、甘木公園で開催され、約３８，０００名の来

場が報告されました。

　当協議会では介護職の啓発（介護の仕事の素晴らしさを市民に伝えること）を目的として、朝倉市の介護サー

ビス課と共に、体力測定（骨密度・握力）、高齢者疑似体験、レクリエーション（輪投げ）、施設紹介のパネ

ル展示を行い、数多くの方にブースを楽しんで頂きました。また、介護相談窓口では介護ボランティアをし

たいとの問い合わせに関しても数件受け付けました。その時の様子を写真で紹介します。

事業報告Ⅳ　令和６年度 あさくら祭りに参加しました
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　今回は私の可愛い家族について紹介させてもらいたいと思います。

　その家族とは、去年よりお迎えした短毛猫「マロン」と、今年より新たにお迎えした長毛猫「どら」の２

頭についてです。「マロン」はもうすぐ２歳で、「どら」は１歳になったばかりですが、猫の２歳は人間でい

う２４歳、１歳は１８歳に相当するらしいです。とても小さかった子猫時代から振り返ってみると、人とは

違う時間の流れ方にとても不思議な感じがしています。家族として同じ時間を共有しているのに、年齢の重

ね方は私たちよりずっと早いのですね。

　日頃主に行っていることは、食事の管理、排泄の片づけ、ブラッシング、爪切り、歯磨き、耳掃除、遊び

などです。仕事上、リハビリの一環で高齢者の方の口腔ケアを行うことが多いですが、動物に対しては動物

の難しさがあると感じています。猫の歯は鋭く、噛まれたらとても痛いです。毎日のケアは大変なことも多

いですが、最期までお世話をするという気持ちを持ってお迎えしたので、いつもできるだけ優しい気持ちで

お世話したいと思っています。

　「マロン」は食事を終えると窓の方に行き、外を眺めていることがあります。そんな時はいろいろな音を聞

きながら、外の世界に興味を持っているのかな等、猫の気持ちを想像しながら妻と話をすることも楽しみの

一つになっています。

　「どら」はとても人懐っこく甘え上手です。自分が撫でてもらいたい時はお腹をみせてコロンと横になりま

す。撫でてあげると喉をゴロゴロならして尻尾を立てて喜びます。

　このかわいらしい２頭の猫は、毎日わたしと妻を幸せな気持ちにさせてくれます。これからも大切にかわ

いがっていきたいです。

香月病院訪問リハビリ　能塚 広祟
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　新年おめでとうございます。今年の干支は「蛇」です。蛇は古来より再生や知恵の象徴とされ、脱皮を繰り返しながら成長し
ていく姿は、私たちに変化を恐れず挑戦し続けることの大切さを教えてくれるものとされています。
　介護の現場でも、課題やニーズは日々変化していきます。私たち事業所も、蛇のように進化を繰り返し、地域に貢献できる事
業所づくりを目指していきましょう！　今年もどうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　（広報部：尾花）

「日々精進」

介護スタッフリレーコラム

　私は日々仕事をし、在宅医療をしていく中で、多職種の関わりが必要であることに気付かされました。日々
の診療にて、終末期の患者さんを診させていただくことがほとんどですが、自宅で日常生活を送るため、食
事、入浴などのサービスを用い、定期的な訪問看護、リハビリなどからご家族の不安を解消することに繋が
り、在宅での療養が継続可能なものとなり、入院をせずに自宅で最期を迎えることができております。
　その際に、ケアマネージャー、リハビリ、看護、介護などの各職種との連携が取れていると、情報共有が
可能となり、さらなる介護サービス、医療の提供の質の向上につながると考えております。そのために、助
言を頂きつつではありますが、連携をスムーズにとるため、どの介護サービスが必要か、変わりゆく患者さ
んの状況に合わせるため、知識が不足しております自分にとって、医学のみならず介護サービスに関しても
勉強が必要な状況であると痛感しております。
　これからも地域の中で、患者さんにも多職種の方にも信頼し任せていただける様、日々精進を重ねていく
次第です。

福嶋医院　福嶋 康道

徒然日記
ケアプランセンターとくりん鳥栖　古賀 保人

～その人らしさとはなにか～
　私は、医療・福祉に携わり１８年程経過します
が、人にとってどんな暮らしがよいのか？具体的
にイメージができておりませんでした。
　そんな時にある人から「デンマークを見ておい
で、きっと何かヒントが見つかると思うよ」と話
がありました。デンマークは高福祉国家で世界幸
福度ランキングは常に上位の国です。色々な方の
支援のおかげで昨年５月から約１か月間研修の機
会をいただきました。私はアンデルセンの街とし
て知られるオーデンセで真のノーマリゼーション
を目の当たりにしました。
　訪問した難病の高齢者の方は、当たり前のよう
に自分で車いす上にあるスイッチで玄関を開けて
くれ、高機能の車いすやリフト、PC など整備さ
れた住環境で毎日過ごしています。24 時間ヘル
パーによる支援体制もあり、日々の生活の支援だ

けでなく、時には好きなライブやショッピングに
と健常者と同じように生活を楽しんでいます。訪
問した際は、ピザとワインで私をお客としてもて
なしてくださいました。高齢者の家に訪問したと
いうより、友人宅でディナーを楽しんだという感
覚で心地よい時間でした。
　バンクミケルセンが提唱したノーマリゼーショ
ンとは「障がい者の生活条件を可能な限り普通の
人の生活条件に近づけるよう努力すること」と説
明を受けました。デンマーク人のノーマリゼー
ションの考えは浸透していて、それが制度やモノ
など形になっている事を研修で実感しました。
　研修での経験を活かし今後も「その人らしさと
はなにか？」を可能な限り追求し、業務に励んで
いきたいと思います。


